別添４－１－１
浅間山鬼押出し溶岩コースガイド (近くの学校用)
地点①：双眼鏡

内　容：火山とは何か

　　　　浅間山の地形と地名、歴史
解説

今、皆さんの目の前にあるのが浅間山です。

浅間山は火山です。火山は、マグマを火口から出して積み上がって山を作ります。

（群馬には、火山と普通の山があります。向こう側にある四阿山と草津白根山も火山です。）

※晴れていて、見えれば言う。
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この写真を見てください。（浅間山を背にして、写真に書き込みながら説明）

浅間山とひと言で言っていますが、実は３つの山でできています。

右側にあるのが黒斑山といいます。この山は、元々このような形をしていました。

(黒斑山からなぞって書き込む)しかし、２万４３００年前に山の一部が崩れてしまいました。
このように、山の一部が流れ崩れてしまうことを｢土石なだれ｣といいます。

そして、この年に流れた土石なだれのことを「塚原土石なだれ」といいます。

この塚原土石なだれは、応桑の土地の土台になっています。
地質図で確認してみましょう。(地質図で確認)
さらに、この塚原土石なだれは吾妻川や利根川を下って、前橋や高崎に約１０ｍの厚さの土石を積み上げました。

(再び写真に戻る)次にこの左側にあるのが前掛山といい、噴火を繰り返してできました。
前掛山を見ると表面がごつごつしている部分が見えますか？（絵に縁を書き込む）

これは、１７８３年に噴火した時に火口から流れ出た「鬼押出し溶岩」です。

そして、この年の噴火で釜山ができました。釜山は前掛山の火口の中にあります。
これら全ての山をまとめて浅間山といいます。

現在の浅間山と２万４３００年前の浅間山とでは、形が全然違いますね。このように、火山は噴火によって形を変えてしまうのです。

釜山の所にポツンとしたものが見えますか？あれは、「千トン岩」といって１９５０年９月２３日の噴火の時に火口から飛んできた火山弾です。
千トン岩と呼ばれていますが、実は２～３千トンあると言われています。
こんな重さを飛ばしてしまうほどの威力だったということです。

噴火とは凄い力を持っていますね。
今、説明した山の名前などをワークシートに書き込みましょう。
(ワークシートに浅間山をスケッチする。それぞれの名前や説明を書く)
地点②：見晴台

内　容：鬼押出し溶岩原の展望

　　　　柳井沼のくぼ地

解説

皆さん、周りを見渡してください。黒くてごつごつした岩がたくさんありますね。
これは、先程説明した「鬼押出し溶岩」です。
溶岩とはマグマが地表に出たもので、ドロドロとした状態や今見ているような冷えて固まった状態があります。

今、私たちは鬼押出し溶岩が流れた中にいます。
地質図で今いる場所を確認しましょう。(地質図で確認)
浅間山を見てください。山頂火口から鬼押出し溶岩が出できているのがよく見えますね。

１７８３年に山頂火口から今、自分たちがいる場所に１０００℃以上もあるすごく熱い溶岩が実際に流れてきたのです。
想像してみてください。信じられないかもしれませんが、とても恐ろしいですね。

皆さん、今度はこの下を見て下さい。あそこが少しくぼんでいるのがわかりますか？

(写真に書き込む)ここには元々、柳井沼という沼がありました。
ここでは、ここまでしか言いませんが、後で話すので柳井沼があったということを覚えといてください。
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地点③：地点５５(ブロック溶岩)
内　容：溶岩がブロック状になっている理由
解説

今、皆さんの目の前にあるのは、さっきまで見てきた鬼押出し溶岩です。

この溶岩は、ブロックのように見えることから「ブロック溶岩」ともいいます。
では、ここでクイズです。

問題
この溶岩は、どのようにしてここまで来たのでしょう。

①このままの形で飛んできた

②ここから噴火して、マグマが出てきて冷えて割れた

③ここまで流れてきて、冷えて割れた

地表に出たばかりの溶岩は、とても熱く水あめのようにドロドロとしています。

このドロドロとした状態で、溶岩は流れています。

表面は冷やされて固まっていくのですが、中身はとても熱いのでドロドロの状態で、流れ続けようとします。

そうすると、この表面の部分はどうなってしまうでしょう？

表面は、パリンと割れてしまいます。
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それでも、溶岩は流れ続けようとするため、パリンと割れた溶岩を巻き込んでいきます。

このようにして、ブロック溶岩はできました。よって、正解は③です。
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さっきの絵の断面図は、このようになっています。
ブロック状の溶岩を巻き込みながら流れるため、上下１０ｍに皆さんが見ているブロック溶岩があり、間には９０ｍほどのお饅頭の中に入っている、あんこのような割れていない溶岩が隠れています。
つまり、１７８３年前の土地は約１１０ｍ下にあります。

火口から流れ出てきた鬼押出し溶岩の量の多さが想像できますね。

地点④：コンクリートシェルター

内　容：火山噴出物
解説

(シェルターを見せて)まず、これが何でできているか、どのくらいの厚さなのかなど、自由に観察してみてください。

(観察してわかったことを何人かに発表してもらう)

では、ここでクイズです。

問題
これは、何のために作られたのでしょう。

①休憩所　　②避難所　　③かくれんぼする所

(理由を簡単に聞く)

火山が噴火すると、さっきまで見てきた溶岩の他に、いろいろなものを出します。
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火山灰は、とても小さくて軽いので風に運ばれていきます。

火山弾は、火山灰と違ってこの絵のように勢いよく飛んでいきます。
双眼鏡の所で見た千トン岩を覚えていますか？あれも火山弾でしたね。
噴火では、あんなに大きいものを飛ばしてしまう力があるのです。

全てがあんな大きさという訳ではありませんが、もしそのようなものが私たちに向かって飛んできたらどうでしょう？とっても危険ですね。場合によっては死んでしまいます。

だからコンクリートでこのようなものを作って、いざというときの避難所としたのです。

よって答えは②番です。

この絵にあるように、火山の噴火によって出てきたものを、火山噴出物といいます。
火山噴出物は、見た目や特徴は違いますが全て地下深くにあるマグマがもとになっています。

地点⑤：鬼押出し橋

内　容：奇妙な谷地形

　　　　鎌原の災害

解説

ここが、このコースの最後のポイントです。皆さん、頑張りましょう。

皆さんは、小学校で水のはたらきについて勉強しましたね。

流れる水には、土をけずるはたらきがありましたね。
しかし、この橋の下にある谷は、川のはたらきによってできた谷ではありません。ここでクイズです。

問題
この橋の下にある谷は、どのようにしてできたのでしょう。

①地震のはたらき　　②溶岩のはたらき

見晴台での話を思い出してください。

ここには、元々柳井沼がありました。
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そこに鬼押出し溶岩が覆いかぶさりました。
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１０００℃以上もある熱い溶岩が、沼を覆いつくしたらどんなことが起こるでしょう？

鬼押し出し溶岩が柳井沼を覆いつくしたことによって、大きな爆発が起こりました。
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この爆発で周囲の土地ごと土石なだれとなって流れ下りました。
このときの土石なだれを「鎌原土石なだれ」といいます。
柳井沼があった場所は、くぼ地となりました。
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そして、このくぼ地に新たな鬼押出し溶岩が流れてきて、このくぼ地を埋めました。
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これが、今の状態です。
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この流れてきた溶岩によって、埋めきれなかった部分が谷となっているのです。

つり橋の向こう側と、こちら側を見てください。つり橋の向こう側にしか溶岩がないのがわかりますか？
それが、鬼押出し溶岩が埋めきれなかったことを示しています。
地質図でも確認してみましょう。(地質図で確認する)

よって、正解は②番です。

この時に起こった鎌原土石なだれによって鎌原村という村がまるごと飲み込まれてしまいました。
鎌原観音堂に避難していた93人だけが助かり、それ以外の477人は土石なだれに飲み込まれて亡くなってしまいました。

火山が噴火することによって、直接災害を受けるだけでなく、鎌原村の人たちのように二次的な災害を受けることもあるのです。
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